
 

三陸復興国立公園再編成等推進事業費   ６０５百万円（４７１百万円） 

 

自然環境局国立公園課  

 

１．事業の必要性・概要 

東北地方太平洋沿岸は生物多様性が高く、風光明媚な地域が多いことから、

陸中海岸国立公園をはじめ、多くの自然公園が指定されており、多くの観光客

が訪れる（約 1,778 万人（H21））。東日本大震災では、東北地方太平洋沿岸の

自然環境が大きく改変されるとともに、自然公園の利用施設や自然体験プログ

ラムの提供団体等にも大きな被害があった。 

 「東日本大震災からの復興の基本方針（平成 23 年７月 29 日。東日本大震災

復興対策本部）」では、自然の景観、豊かな文化・『食』、国立公園等の地域

資源(景観､野生生物､文化等)の活用、防災上の配慮をした公園施設の再整備や

長距離海岸トレイルの新規整備の検討、エコツーリズムの推進等の各種事業、

津波の影響を受けた自然環境の現況調査と経年変化状況のモニタリング等を行

うこととしている。これに基づき、中央環境審議会、地域での意見交換会等の

結果を踏まえ、環境省は平成 24 年５月７日に「三陸復興国立公園の創設を核と

したグリーン復興のビジョン」を策定した。 

このビジョンに基づき、本事業において、自然環境変化状況の把握のための

基礎調査、再編成のための公園計画の策定、長距離自然歩道（みちのく潮風ト

レイル）の路線計画、エコツアー等の公園利用プログラムの作成等を行うこと

でグリーン復興プロジェクトを具体的に推進する。 

 

２．事業計画（業務内容） 

①国立公園再編成推進事業 

平成 24～26 年度：自然公園の再編成を段階的に実施 

②国立公園適正管理推進事業 

平成 25～27 年度：国立公園の管理・運営体制構築 

平成 25～32 年度：グリーン復興プロジェクトの推進 

③自然環境変化状況の把握事業 

平成 24～32 年度：自然環境のモニタリング（平成 27 年度に中間とりまとめ） 

 

３．施策の効果 

グリーン復興プロジェクトの推進により、観光業の振興による復興への貢献と、

自然と共生する地域の実現を目指す。 




